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スクリップス海洋研究所(･)

ScripPsInstitutionofOceanogra貞hy

中尾征

三(海洋地質部)

3.S亜0の組織

前号で紹介したような歴史を経でつくられたSIOは

米国では最古(1903年に組織され1925年に海洋学専門の研

究所:SIOと荏った)の海洋研究所はじめて海洋学の学

位を授与できることになった(1930年)機関そし.て米

国最大の海洋研究所(スタッフと学生を合わせて約1,100名)

である･人員について若干詳しく述べると1977年現

在で学生(すべてUCSDの大学院生)190名研究者294

名(うち教授会メンバｰ78名外来研究者17名)であるカミ

残りの600余名の内訳(技術者事務官タイピスト図書

館司書等)については不明である.ただし筆者がい
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た地質学研究部(G｡｡1ogi｡｡1R｡｡｡｡｡｡hDivi.ion)でみる

と部の総括事務官1名事務官2名タイピスト2名

製図専門官2名に44名の研究者が世話になっている(も

ちろんこれらの他に秘書兼タイピストがついている教授も

若干いるが).

次に第1図に示した組織図をみていただきたい.

現在の所長W.A.N1醐NBE鵬はコロンビア大学出身

の物理学者で戦時中は原爆製造のマンハッタン計画に

加わり1950年にカリフォルニア大学バｰクレｰ校の物

理学教授となった人で1965年からSIO所長を務めて

いる.いつもカｰキ色の作業服

｡｡｡1｡τ州｡｡1｡｡C.O｡｡(軍服まがいの)を身につけちょっと

J-D-F閉u崎〔hy

GLM証固｡･(アメリカ人には珍しく)気むつかしい

感じの大男であるカミここ数年の研究

活動の増大と新しい施設の獲得に果

たした彼の役割もやがてSIO戦後

1'1…CHMC^しSuPP08†

SHlPOPI≡RATlONSAND

MARINET正1CHN1CALSUPPORT

R.L.Fi5h仁r

�����久����

倮���潮

MAR1NET正CHNOLOGYGROUP

�����

SH亘PSCHEDULl…R

R.B.H,in蘭

幌偈����佇��

但��

SαENTIFKlCOLLl…CTIONS

����乖�����

��久��

PLANKTONIClNVERTEBRATl…S

��浩湧捲

��久�剔�剞�匀

R.H.Ro舵nb1肚[

GEO工OGlCAL

�刮剩��

UCINS1.π凹f直SPu目uCSEnVICl…

一NSTITUTE0FGE0PHYSlcsAQUARlUM-MUS1…UM

ANDPLAN眉TARYPHYSICSD.L.Wi旧｡

W.H.Munk,A;ヨ｡〔i趾仁Direαor

ふN-EmnE/｣一P,GHbcrt,uBR^RY

拙｡d趾｡Dir芒αorW.J-Go仔

INST1TUTEOFMARlNEPUBL-CA服A-RS

RESOURCi…SR.N.FulIcr

｣一D.Is蜘｡5,Di陀αor

FoodChainR巳s芒肚〔hGroupTEC同NICALPUBLlCATlON

ScaG閉ntColIcg亡ProgmmK.K.Kuhns

スクリップス海洋研究所の組織(1978年)(SIO年報1974年度版より)

吏の中で大きく評価されることにな

るだろう.NI醐酬胴醐と対照的

に副所長(DeputyDi.e.tor)で土木屋

のC.J.M囲DI蝸ERはオｰプン･シ

ャツを着ていつもにこやかとくに

横須賀に何年か駐留していたせいか

日本人には愛想が良かった.時々

Assoc1ateDirector(所長の補佐役とで

もいうべき匁のか一一とすればAssistant

Directorとの違いがわから粗くて困るのだ

が)を副所長と混同する場合があるが

少なくともSIOの副所長(所長用の事

務所の中に専用の部屋を持っている常駐

の)はDeputyDirectorであって

Associateの3人はSIOの運営委員

会らしきもののメンバｰとなっている

が組織上はそれぞれ研究部に所属

している.

現在SIOにある研究組織(第1

図左欄)は3つの部一地質学海

洋生物学及び海洋一といくつかの単�
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位研究室一海洋物理生理可視光観測深海掘削計

画海洋生物地球物理･惑星物理及び海洋資源一に

わかれている.それらのうち深海掘削計画は国際共

同研究の事務局兼実験室として地球物理･惑星物理及

び海洋資源のいずれもカリフォルニア大学の機関の支所

あるいは代表部として設置されたものである.また

組織図にはでていないが神経生物学研究室(N.u｡｡bi｡一

1.gyUnit)とよばれる組織がある.以下に各組織の活

動分野などを簡単に紹介しておこう.主に参考にした

のはSIO年報(1977年版)と前号でも紹介したE1i･abeth

Nob1eShor著のS1075年史である.前者(SIO年報)

は各研究者あるいは研究者グルｰプカミ提出する研究活

動報告が主体となったもので予算項目･研究題目など

がもっともらしく並べてあるわが国一般の年報類と

違い具体的な成果がストレｰトに出てくるので非常

に動的で面白い読物である.

以下地質･地物系の主婁匁研究テｰマ(またほ活動分

野)と代表的恋研究者名(またはグルｰプの責任者)を列記

する.

SIOの研究船で集められる地形デｰタの編集と太平洋

広域海図の出版(エM･㎜…c･･)海底谷の水流･混濁流

(F-RS冊･畑･)海岸の地形変化(GG.KUH･)北アフ

リカ(ゴンドワナ)地域の地史(んEJENG･LαG.E･G肌

RLF･sH･･)国際地質対化計画(IGCP)のオフィオラ

イト計画の一環としてのフィリピンパラオヤップ

及びマリアナ海溝の地質･地物調査(R.L.F･･肥･)浮

遊性有孔虫や放散虫層序学への電算機の応用ichthy0-

1iths(顕微鏡的サイズの魚類骨格砕屑物)層序学中生代及

び新生代の放散虫層序学.(ヨｰロッバの中生代からDSDP

の新生代まで)(W.R.R1EDELんSムN亜1LlPP0及びP.S.

Don･)深海堆積物と古海洋学(旺R.TR…s･…Th･

deepseacarbonategroupのW.H.BERGER且S-V1Nc酬丁).

(1)地質学研究部Geo1ogica1ResearchDivision

SIOには独立した化学あるいは地球化学部門がない

(後で紹介する海洋研究部にも化学系のスタップカミいるカミ)た

めもあって地質古生物地球物理地球化学など

いわば現生生物学以外の広範な分野にわたる研究が

ここで行われている.研究者の出身分野で一番多いの

は当然のことながら地質学で(海洋地質学5名を含み)

22名以下化学･海洋化学の10名地球物理学と古生

物学の各6名がおもなところである.ほかに海洋

学というのが5名いることになっているがそのうち2

名は地球化学及び堆積学系統他の2名が古生物学系統

(残り1名は名誉教授で故人)となっている.

地質学研究部副部長で海洋地質学者のJ.R.CURRAY

を筆頭に深海掘削計画(以下本文ではすべてDSDPと

略称する)の主要メンバｰであるD.G.Mo0REやL.M,

DOR岨Nを中心とするグルｰプはインド洋北東部の地

質･地物の研究を続けておりInaOpacExpeditiOnの

中で1977年3月にAnda㎜an海(ベンガル湾の東ビ

ルマの南)でSIOの新しい24チャネルのデジタル式

反射波地震探査機をはじ･めて使用している.

当部部長で地球物理学者のJ.N.BRU畑を中心にし

てL.M.D0R皿州丁.H.J0RDANK.C.MAc皿｡N蛆D

R.D.Moo朋J.A.ORcUTT等が構成する海底地震

観測グルｰプは海底地震計の開発やそれを使った屈

折法地震探査火山活動と造構造運動の研究のための微

小地震観測等を行っている.屈折法地震探査に関して

いえばハワイ東方で人工地震を用いた探査で音源

と受信器との距離を最大500長mとし地下構造を約50

良mの深さまで把握することに成功した.

一方地球化学系の研究は大きく5～6のグルｰプ

にわかれて行われている.まずG.ABR囲NIUsを中

心とするグルｰプは小人数なカミら宇宙から海洋まで

手を広げている.宇宙関係では海洋と大気の形成に

関与する初期太陽系での諾過程とくに窒素同位体の分

化過程を研究するためのプラズマ実験がR.W.F1Tz鯛一

R蛆Dを中心にして進められている.また海洋関係

ではJ.Z.F趾z醐･M.B.FIsKが中心になって

マンガン団塊のデｰタ･バンクを運営する一方マンガ

ン団塊の地球化学的研究(H-W,M･･畑･と共同)や鉱

物学的研究(とくにX線吸収微細構造解析法X･･y･bso･一

ptiOn丘nestructureana1ysisを用いて)が進められている.

次にED･G0LDB醐Gを中心とするグル､プの研究

の柱は｢沿岸の汚染｣と｢岩石からの金属元素の蒸

発｣である.沿岸の汚染に関してはとくにイガイや

カキの殻及び生体に蓄積された重金属pCB放射性核

物質などを測定して汚染の程度･範囲･歴史を研究し

ている.この研究には海洋堆積物中の粘土鉱物や風

成石英粒子の分布等の研究で有名なユエGRI冊INをは

じめ化学者のM.KoID週VF.HoDGEが加わって

いる.｢岩石からの金属元素の蒸発｣は大気中に存

在する金属元素の起源を岩石から放射されて蒸発する

元素に求めようとする試みでE.D.G0LDB旭RGがG,

DEs畑㎜L囲Rと共同で行っている.またこのグル

ｰプの中で工一口ゾノレの化学的研究がレｰザｰ･マ

イクロ･プロｰブを使って始められようとしている.

核物理学者でインドのある大学の教授を兼任してい

るD.L蛆が率いるグルｰプは主にGEOSECS�
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(Geoche㎜ica1OceanSectionStudy_IDO]…:(Intemationa1

D･g･d･･fO…nExp1…ti･n)の一環)航海で太平洋及

び大西洋の懸濁物を大量に集めその分布･組成･再生

産(生物源懸濁物の)･化学成分とその埋没以前の変質･

沈降速度と放射性核物質の単位供給量(且ux)等の研究を

打っている.

SIOの出身者で若手のJ.D.MAcD0U眺LLカ沖心

となっているグルｰプは主要テｰマとしてα粒子飛

跡法によるマンガン団塊の成長速度の研究玄武岩の海

底風化とウランの富化(R-C.F.N｡蛆と)及びネオジム

(Nd)同位体をトレｰサｰとする海洋性火山岩の生成に

関する研究(G.W.LU｡肚エ｡と)を掲げている他フィ

ッション･トラック法による地質･考古年代地震活動

に伴う土壌中のラドンの動きのモニタリング(旺C趾｡｡

と共同)蹟石(とくに炭素質明石)の生成と進化(シカゴ

大学等3機関と共同)等の研究を続けている.

次にH.C趾IαR.F.W酊ssJ.且LUPT0N及びY

C醐醐で構成されるIsotopeLabo岨toryresearchgroup

が掲げている主要テｰマは“He3/He4を用いた海洋拡

大軸での玄武岩中の熱水循環の研究''(海洋物理研究室

MPLのDeepTowresearchgroupと共同W画1ssとLUP･

T0Nの担当でMPLからはR.F.L0NsDA皿カミ参加している)

“Ra-226とPb-210を用いた海洋の大規模混合と大循環

の研究"(C亘｡｡｡)及び“海水中の極微量ガスとくに亜酸

化窒素(NO)の海水と大気との間の互換作用"(W･…)

である.またWEIssを中心にしてMANOP(NSFが

スポンサｰになっている新しい多機関共同の計画一Manganese

N･dul･P･og･･m)の中で大きな役割を果たすであろう

新しい観測装置(深海底を動き回って海水･堆積物･マン

ガン団塊相互の金属元素の交換を研究するための実験を行い

数か月間海底に留まれる)の設計･建設が始められよう

としている.

最後に1977年の年報には記述されていないがM.

KムsTN鵬を中心とするグルｰプがあって1976年の年報

等によればシリカの続成機構(オパｰルA→オパｰルCT

→石英)についての優れた研究カミある他海洋堆積物の

地球化学的語間題について活発な研究を続けている.

(2)海洋生物学研究部MarineBio1ogyResearchDiv追ion

海洋生物研究グルｰプMarineLifeResearchGroup

神経生物学研究室Neurobio1ogyUnit及び生理学研

究室Physio1ogica1ResearchLaboratory

前号で紹介したようにSIOが生物学研究所として創

設されたためか生物学関係の組織は専門化した独立の

研究組織をもっている.スタッフの面でも上記の各

組織に加えて後述する工MR(海洋資源研究所)の一部

で働く人数は全体の約3分の1にあたる.

海洋生物学研究部では生理学生物化学微生物

学生態学等を含む実験及び記載生物学諸分野の研究

が行われている.多くの分野で陸生生物との比較研究

が行われているのが特徴であろう.それらの研究の目

的のひとつは海洋生物そのものと海洋環境への適応の

仕方をより良く理解することによって生物学･医学上

の根幹的な問題に関する新しい知見を得ることであると

いえる.スタッフ数は30でいわゆる生物学者が25名

を占める.1977年3月にSIOで最も新しいM肌虹e

Bio1ogyBui1dingが使用開始となり大半のスタッフ

がこの建物にはいっている.以下主な研究分野(テ

ｰマ)だけを列記する.

海洋食物連鎖の中で主要なエネルギｰ移転媒体である油脂

類の構造生合成機構消化及び物理的性質

鮭かつくり出すカノレジウム摂取制御ホルモン(カルシトニ

ン)の役割

石油系炭化水素や｡PCB等有機汚染物質の底生及び潮間帯

生物への蓄積

肺の炭酸ガス排出機能と炭酸脱水酵素の役割

イソギンチャクを例にしたカロチン系色素の代謝と生色素

体の関係

自動開閉装置(遠隔音響制御式)及び環境モニタリング装

置を備えた中層トロｰルによる半遠浄性動物の垂直分布と

運動

種々の海藻を用いた発酵培地での抗生物質の生成

植物の分類上新しい門として提起されている〃06〃｡･

ω助μαの微細構造光合成及び核酸成分

多橡性細胞質紅藻類の細胞分裂

サン･ディエゴ近辺の礁に発達する``芝"藻類の生態

･海生発光魚類と発光バクテリアの共生関係

マンガン酸化バクテリアの生理及び生化学

カリブ海と太平洋をつ注ぐ魚類の古生物地理

深海堆積物の酸素消費量と栄養塩フラックスからみた深海

底生鮮集の代謝

酵素系による海洋の物理･化学的環境の変化への適応�



･細胞代謝における珪素の生化学(ミトコンドリアによる珪

素粒体の形成)

･珪酸による細胞破壊と肺ガンの発生(石綿の毒性に関連し

て)

･珪藻の核酸及び核酸結合蛋白の形成と珪素の役割

･深海環境において嫌気性バクチリアカ溌生させるガスの種

類及ぴ量と環境との関係

次に海洋生物研究グルｰプは前号で簡単に触れた

ようにSIOの戦後の著しい発展期の象徴のひとつであ

った大型共同研究CCOFI(Ca1ifomiaCo.p｡｡ativeO.e.nic

FisheriesInvestigation:カリフォルニアの水産資源と切り離

すことのできないカリフォルニア海流を対象とした大海流に

関する総合的な研究で1948年に関始された)の推進組織と

して設置された.そこではいわし生息域の海洋学的

基礎デｰタの集積とそれに必要な技術者の訓練計画の作

成や大量デｰタ処理システムの開発新しい観測装置の

開発(深海生物採集用のBa･c･Xidd中層トロｰノレ希望の深

度で開閉できるボンゴ･ネット及び深海用カメラ捕魚装置堆

積物採取装置流速計などを備えた可動式観測装置)を基盤と

して種々の研究カミ行われた.その中には嫌気性環

境の海底から採取された堆積物コア中の魚のうろこを分

析することによりカリフォルニア沖でのいわしの地

史的分布(変動)が明らかにされたことなどが含まれる.

またそれらの研究のために集められたプランクトン

のコレクションはあらゆる海域におよび世界最大で

最も完全なものであるといわれている.

現在22名のスタップカミいるがその内訳は生物系

13名海洋物理系4名海洋学3名海洋化学及び海洋

資源各1名となっている.

当グル｣プの中心課題は｢海洋の大循環と海洋生物｣

で5人のスタッフカ欄与して大循環の海洋物理植

物プランクトン榛脚類オキアミ類恋どの分布と水塊

の関係が組織的に研究されている.またとくにカリ

フォルニア海流に関連して物理･化学･生物の21の因

子を用いた生態系の数値解析カミ行われておりその解析

法を古くから蓄積されているデｰタを適用して資源

量予測をする可能性もでてきている.

次に当グル･一プ内の地質一生物研究室では海洋堆

積物の汚染吏･生物吏が種々の角度から検討されている.

カリフォノレニア南部のサンタ･バｰバラ海盆では堆積

史の解析因子として新たに自然火災(山火事等)で

生まれた木炭片の分布が調べられるようになったしぺ

ルｰ沖の例では魚類分布の消長をカリフォルニア沖

の堆積物と比較するため'にPト210による年代測定法

が用いられた.

その他当グルｰプでは以下のような研究カミ違めら

れている.

沖その他の不溶性汚染物質が生物凝集や大気一海洋境

界現象に与える影響.大西洋南西部の海洋構造(とく

に北大西洋起源の深層水NorthAt1anticDeepWaterと周

極水Ci…mpo1･rW･t･rと･の関係).海洋の深層循環

(フィリピン海及びマリアナ海溝における).また上記の

ような研究に関連して下記の機器開発及びテストが行

われている.

沿岸の波浪モニタリングシステム.波浪ノイズのあ

る海面近くで使用できる2重のプロペラ式流速計.

航空機から使用できるバシサｰモグラフ(AXBT).海

底谷用デジタル流速計.生物採取用の時限開閉装置.

軽量の深海用カメラ.

生物学分野の研究組織として3番目に神経生物学

研究室を紹介しよう.当研究室設立の年代･いきさ

つ等詳しいことはわからたいが海洋生物医学の大計画

の一環としての神経系の問題を扱う研究組織である.

スタッフは8名でうち7名が神経生物学者残りの1

名が生化学者である.

この研究室の研究課題の柱は高等･下等を問わず

脊椎動物がいかにして個々の置かれている環境や位置

を察知しその情報を処理しそして自らの行動を支配

するかを究明することである.より具体的なテｰマを

列記すると以下のようである.

･サメの仲間の音の解析機能

･サメとナマズの電気に対する感覚

･衝撃に対する魚の反麻の高速度カメラによる観察

モｰトナｰ細胞(神経ザヤをつくっている細胞?)の発生

初期の組織及び電気性

｡群生するイソギンチャクの運動

･援も下等な現生脊椎動物であるメクラウナギの神経組織

とくに神経ザヤの痕跡の存否について

･哺乳動物の平衡感覚機能

･“時計感覚"(昼夜の生活リズムを司る)に関する松果体の

役割�
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最後に生理学研究室を紹介する.この研究室は

1963年に海洋脊椎動物及び潜水者の循環器･呼吸器生

理学細胞及び器官レベルでの伝播機構神経生理学及

び海生哺乳動物の行動生理学を研究するための組織とし

て設置された.また当研究室の開設に伴って研究

船A榊α肌伽による生理学中心の国際共同研究カミ

始められSIO内にその計画立案並びに調整のための

事務局が置かれている(第1図右欄).現在のスタッフ

は10名で心理生理学と比較生理学の各1名を加えて

9名が生理学残り1名が動物学専攻者である.

当研究室では下記のような研究が進められている.

高等一下等脊椎動物間の心臓･呼吸器系統比較生理学

･高圧下(深海)に生息する端脚類(ヨコエビなど)の生化

学エネルギｰ代謝及び行動生理

･減圧に伴って起こるガス飽末口液体のガス発生機構

･高速度遊泳あるいは大深度潜水能力をもつ水生脊権動物の

呼吸機能

･カワウソのエネルギｰ生成と毛皮に対する油汚染の影響

･細胞内外の電解質･非電解質溶液にみられる表面蒸発濃縮

効果(Sorete妊ect)の生理学

･鴨の視床下部の諸機能

･極海に住む魚類を凍死から守る血清蛋白と炭水化物結合蛋

白の研究

(3)海洋研究部OceanResearchDiマision

SIOの中で最も境界領域的抵研究の行われている部で

生物海洋･地球化学地球物理及び海洋物理学に関す

る個別テｰマの他5つの大きなグル』プによる共同研

究カミ造められている.研究スタッフは総勢53名である

'が化学系の14名を筆頭に海洋物理の13名海洋学の

10名その他地質物遠工学気象応用数学等

11分野に属する研究者が含まれている.

個別に行われている(後述する5つのグルｰプに含まれて

いないという意味で)研究内容と代表的研究者をあげると

以下のようである.

大気中のC02レベノレの長期予測(αDK㎜｡｡｡G_ハ

ワイ及び南極で20年以上にわたり大気中のC02を測定し人類

が現在と同様の規模で化石燃料を燃し続けるとすれば今後2

～300年内に大気のC02レベルは数倍になって7℃位の

気温上昇があり得ると予測している).Ba(バリウム)q地

球化学一とくに海洋玄武岩の分化及び無脊椎動物起源の

炭酸塩鉱物に関連して.海底掘削に由来する微量金属

元素の地球化学(以上下工C且｡w).太平洋を横断す

る(サン･デイェゴｰ横浜)大規模海洋構造の研究(K且

KEw0N-IndopacExpedition第1次航海によるデｰタの

解析).係留式流速計による赤道帯インド洋の長期流速

観測(RんK…一赤道帯自由波と定常流との相互関係に

ついての理論的考察).南極のロス氷床周辺の水理学

とくに氷床下の海水の導通について(TD･FosT醐).

ウェデル海の海況変動(エ圧M｡｡｡｡｡｡｡｡一一Int･m･tion･1

Wedde11SeaO･e･n09･Φhi･Exp･ditiOnの一環).褐色

大型海草数種の1ife-tab1e因子と分散.南極海の海綿

及び軟底質群集.SIO周辺の砂質底群集.潮間帯藻

類に伴う動物群集の微細分布と群集動態(以上P.K

D･no･を代表とする沿岸生態研究グルｰプ).赤ウニ及び

アバロネ(アワビの一種)の資源保護のための生態学的研

究(MT｡｡｡｡｡).海面近くで使用される流速計の開発

(RE.D且｡｡｡).海底電場･磁気測定装置の開発(エ皿

F｡≒｡｡｡｡).海洋構造断面図づくりのための高頻度反応･

曳航式温度･電導度･流速測定装置の開発(C.旺G･･…)･

以上の他に海洋研究部には以下に述べる5つのグ

ルｰプがある.各グルｰプの主要課題等を合わせて紹

介する.

①気候研究グルｰプC1imateResearchGroup(CRG)

は気候変動とその原因を地域的及び半地球的規模で

研究しており1976-77年冬季の厳寒を予測した.

②海洋地化学断面研究(G湿OS圃CS)推進グルｰプは

IDOEの最初の主要プログラムであった世界の海洋の

海況･地球化学図作成の推進体として1971年に結成さ

れた.GEOSECSはウッズホｰルラモント両研

究所及びマイアミ大学などを含む多機関の共同研究であ

り大西洋･太平洋で8巻におよぶ海況･地球化学図を

刊行している.

③NO服AX(No.thP｡｡i丘｡Exp｡｡im.nt)は1972年に

組織された多機関協力研究でSIOは中心的機関として

数組織からの研究者が参加している.この研究は北

東太平洋と北アメリカの長期気象予報の改善を目的とし

て南緯20度から北緯60度の太平洋で表層水温格造の

長期変動と気温との関係を把握するものであり具体的

な活動の3本柱は以下のようである.

i)海洋･大気及びその相互作用に関する統計･解析

ii)中緯度太平洋深層水の熱容量と表層流の変動に関する野外�
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研究

iii)赤道帯太平洋の熱構造長期観測の可能性をテストするため

の野外研究

④海岸作用研究グルｰプ(ShoreProcessesStudyGroup)

は前号で紹介したように1950年D.L.INMANによ

って結成された.このグルｰプは沿岸の物理現象を

総合的に研究しており具体的には海岸域の風･波･

水流及び堆積物の運搬に関する要素を野外及び実験室で

測定しそのデｰタを使用して物理現象を解明して環

境問題に応用している.それらの研究には大陸棚及

び海岸(SAS)同時観測システム(沖合に設置された数基の

センサｰ一発信局と海岸の受信記録局よ肱る)が威力を

発揮している.

⑤ソｰルダド山放射性同位元素実験室(Mt.So1edadRadio-

is･t･p･Labo･･tory)はラ･ホヤ付近のバックグランド

値の上昇に伴い1965年にソｰルダド山のレｰダｰ基地

跡に建設された.ここではインド洋海水中のPb-210

とP0210の分布及び地震予知関連研究として泉水中

のU-234/U-238の研究(Rc-F･･…による)と太平洋

のサバ科の魚類に濃集している放射性元素の研究(T,R

F0Lso皿によりフォｰルアウト物質の挙動を明らかにすること

を目的として)行われている.

(4)海洋物理研究室MarinePhysica1Laboratory

海洋物理研究室は戦時中のカリフォルニア大学軍事

研究部が1946年に衣替えしたものである.当初は水

中音響学の主要た活動分野としていたカミ次第に海洋地

球物理学全般及び音響･海洋工学の分野へも発展してき

た.現在では海洋研究を支える新しい技術の開発を

ひとつの特徴としている.スタッフの総数は24名で

地球物理の12名を筆頭に海洋物理4名物理3名化

学3名などとなっている.

当研究室30年間の研究活動に関連して数々の特殊研

究装置が開発されてきた.それらのうちで主要なもの

を以下に列記する.

①FLIPF1oatingInstrumentP1atfom有人の海洋

観測ブイで第2図にみられるような状態で観測に使わ

れる.観測時の安定性が極めて高く上下動の範囲カミ

通過する波高のわずか5%であるといわれる.そのた

め外部に種々の観測機器を係留するのにも便利である

し屈折法地震探査などにも適する静穏な記録採取の

場となっている.

②Deep1ytowedse拙｡orsurveysystem通常

DeepTow(ディ_プ.トゥ)と略称される.これは

洋上の船舶によって海底近くを曳航される観測機器の

パッケｰジで1960年代に原型がつくられその後水

中での挙動が安定するように改良カミ加えられた.この

装置の利点はとくに音波探査を行う際などに主に洋

上船の航跡に発生する雑音の影響を受け愈いために非

常に精密な観測ができることである.沈没船の発見と

いう副業もあるが最近ではマンガン団塊の分布状況

を把握したり海溝･海谷を含めた詳細な地質構造の解

明に活躍している.

第2図

1962年に建造された海洋観測

プイF1oatingInstmmentP1at-

foエm(FLIP)全長約108m.右

上が観測中の様子で海中に約91mが

没している.�
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③ORBOceanographicResearchBuoy14mx20

mの大きさ6いわゆる支援ブイで主にRUMと呼ば

れる浅海底用の無人可動観測装置のパｰトナｰである.

④ADAAdvanceaDetectionAnay最新式の特

殊なプラットフォｰムで720個のハイドロフォン(水

中マイクロフォン)と信号処理用のエレクトロニクスを

備えている.

次にMPLおける主要な研究課題等を列記する.

上述のADA及びORBを用いた生物源雑音(､肚

bientnoi.e)の微細空間構造の研究(γC.AmE.s0N)

DeepTowを用いたMANOP(ManganeseNodu1eRese.

｡｡｡hP｡｡g｡｡m)の基礎調査及び東太平洋海嶺(北緯21｡付

近)の地質構造と熱水作用の研究(FNS｡｡｡｡｡が率いる

DeepTowGroupによる)SEATAR(StudiesofEastAsia

T･･toni…ndR･･ou･…)計画の一環としての東南ア

ジアにおけるプレｰト衝突帯の地球物理学的研究(G.G

SH0RJ･｡J.R.CUR跳Y放と多数の研究者が参加)水中音

響の減衰機構とくに圧力効果に及ぼす海水の化学性の

研究(F.旺F･s肥･)m1tichame1Dopp1ersonarsystem

による海洋構造の研究(RP｡｡畑｡)東太平洋盆の拡大の

研究(G-RM0RB･s).

(5)可視光観測研究室Vi･ibi1ityL･b…t･･y海洋観測

を行う際に可視光線(天然･人工を間わず)の働きを無

視することはできない.この研究室では水中及び空

気中の光の伝播に関係する研究とカメラ光電システム

人間の眼による映像情報の記録に関する研究を主要な分

野としている･可視光線による広域リモｰト･センシ

ングも上記分野の中に含まれている.空気中の光の伝

播に関しては航空機を使って大気の光学的性質の基礎

的測定が行われている.また映像情報の処理には

キャンパスから10数km離れた別の施設にあるIBM360/

44型電算機が使われているがその端末機カミSIO構内

に設けられ他の分野の研究にも利用されるはこびとな

っている.

(6)深海掘削計画DeepSeaDri11ingProject(DSDP)

DSDPはIPOD(Intemationa1PhaseofOceanDri11ing

一国際深海掘削計画)との関係で周知のように1968

年に始められたビッグ･プロジェクトで目的として

海洋の年代歴史及び発達の過程と海洋地殻の構造と

組成に関する知見の増大を掲げている.1977年までの

9年間で約10,000本のコア(堆積物の厚さにして49,000

m)が採取されている.このコア採取に活躍してい

るいわぱDSDPの大黒柱カミ掘削船ρZ0刎αブCん払

Zθηgぴ(船長120m)である(第3図).SIOはDSDPの

事務局を務めており若干の実験室及び太平洋のコア保

存庫を含む施設カミ設置されている.

なおDSDP/IPODの最近(1976年以降)の成果と今後

の方向(1979年10月からの2か年計画を含む10か年計画カミ実現

する見通しである)については海洋科学の11巻9号及び

10号(1979)を参照されたい.

(7)地球物理･惑星物理研究所InstituteofGeophysics

andPlanetaryPhysics(IGPP)及び海洋資源研究所

Institut･ofMa･ineR･sou･･es(IMR)いずれもカリフ

第3図

深海掘削計画(DSDP)に活躍

してきたボｰリング船

αo刎〃C肋〃舳g脈�
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策1表スクリップス海洋研究所の研究予算(1976-1970)

州政府(カリフォルニア

米国連邦政府

国防省

Sc巾Ps

lnstitut≡onof

��湯杲慰�

����〵�

空軍3711979

陸軍

海軍牛8701506

保健研究所224'918

海洋大気局52,843

保健教育福祉省271251

国家科学財団23'189'361

エネルギｰ研究開発局232,661

その他8961774

連邦政府合計29.8661293

地方自治体(州以下の)1,472

私的(個人･団体を含む)贈与金

補助金及ひ契約金1,594,901

寄付金321,588

その他の財源(202,893〕

総計$36,155,412

�却楴畴�

�����

andPlaneta～Marine

�����������
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$40,349,2寸8

(SIO年報1977年度版より)

オルニア大学の下にある組織の一部であり後者は

SIOにその事務局を置いている.

IGPPでほ地震に関する研究と海洋物理分野の研究

の他宇宙線に関する研究が行われている.宇宙線に

関してはバックグランドの小さ荏深海底で1km2の広

さを対象とする宇宙線ニュｰトリノスの検出を行うため

の実験計画(D･･pUnd･･…Mu･n･ndN･ut･in･D･t･･ti･n

-DUMAND)が実施されようとしており日本から

も東大宇宙線研究所のスタッフが計画会議に参加して

いる.

IMRでは海洋の食物連鎖(とくにプランクトンの)に

関する研究がグルｰプで行われており汚染と生態系と

の関係なども実験的に追求されている(Cont.o11edE.o一

｡y.t.mPo11utionExp｡｡im.nt_CEPEX).また最近

は海洋エネノレギｰの利用技術(波力発電と塩分濃度差発

電)の研究も活発に行われている.さらに前号で紹

介したようにIMRは研究だけでなく教育･公共

サｰビスを行う組織でありカリフォルニア大学海洋研

究補助金の運営事務局としての機能をもっている.な

おこれら2つの組織はSIOとは州立ての予等をもっ

ている(次章第1表参照).

以上で

主に研究組織の紹介を終る.

研究支援部門

については

次章で

必要に応じて紹介したい.

4.予算と運営

(1)予算

第1表にSIOの1976-1977年度(もちろん2年度分

ではなく1976年7月から1977年6月の会計年度)の予算の出

所を示した.統計は約3,616万ドル(1ドル=200円

として約72億円)でこの中には少なくとも教授会メ

ンバｰの人件費は含まれていなヒ･と思われるもので相

当な額であるが船舶の維持費等が含まれているので

単純な比較はできない.この予算表で気のつくことを

あげるとまず第1に国家科学財団(NSF)からの財

源が全体の64%強を占め第2位の海軍(13%強)など

と合わせて国家(連邦政府)からの財源が約83%に及

ぶことである.次に全体からみると小さいが同じ

国家予算の中で保健研究所及び保健教育福祉省(合わ

せて全体の0.68%=約5,000万円)といった一見海洋研究

所とは無縁な感じのする機関からの導入が注目される.

これは既に紹介してきた研究内容から推察して生物

医学分野の研究を対象としたものであろう.第3に

個人からの贈与金･補助金等として4,4%(約3億2千

万円)が導入されていることである.さらに予算表

から読みとるζとはできないが副所長の発言とレて�
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策2表S亙0専用の船舶(SIO年報1977年版より)

名称会境霊～｢^lp､､H,li,M,1､､H魯

用途別種類1ightfr.ight｡｡｡｡｡｡gr.phi｡｡｡｡｡･｡gr･p日i･

research『esearch

�楯汯���

船体｡t｡｡1.t｡｡1.t色｡1

建造された年側41965･19661969

SI0所有となった年196119661969

旧所有者または書瀧､一i｡､､1豊諾二寓u･S･Navy

建造時のスポンサｰAgencyfo『戸Ounda-ion

卵���

ProPe屯

所属機関U.i｡｡的｡fu.i｡｡r.ity.fu.S.N｡｡y

CalifomiaCali〒omia

船長(フィｰト)､8Q･133･245･

船幅(フィｰト･インチ)32'31'46'

喫水(フィｰト･インチ)10'10'眺1116'

排水量(トン)8695122,ρ75

船速(ノット)101010

航続.距離(マイル)4.0007.2009,181

航続期問(日)2三3041

乗組員(人)161219･20

研究者(人)151230

･1976-77年航海日数1,200目

･1976-77年航行距離105,276海里(÷193,000km)

｡11､､｡.｡｡､､｡｡､撫品､｡､乱､､

○肘shoresupρlyoceanographicfloating

���捨楮��浥渡

plaぜgrm

��汳�����

��������

������

黒鶴鷲.U'S`NaW§曜欄瞭

��敲��潦售�������

��景�楡

������

㈴���㈰�

������〰�

2341.3621,500{ve削｡al)

911varieぎ1

5,1q010,OOOvarieS■1

�㌶㌰

��

�㌱　

‡〃3伽刎6〃λgω幽は1976年11月に売却された

Varies1:曳航船のスピｰドによることを示す.

◎R8

��湯杲慰��

『esearChbuoy

却��

��

��

���圀

∪.S.Navy

��

��

fwd.4'101姶1'

aft5'4ソ室'1

㌲�

����

Varieぎ1

㌰

�

�

SIOの研究予算の出所は130か所位あると聞いたこと

があるので民間企業などから小口の資金提供を受けて

いるテｰマカミ多数存在するのであろう.仮りに上記

の3億2千万円を1件平均320万円の契約に細分すれ

ば100件のテｰマを支えることに怒るといった具合で

あろう.

(2〕専用船舶等

第2表にSIO専用の船舶等一覧をまた第4図に

1974年当時の船隊の大部分を示した.研究員収容能力

で比べると白嶺丸クラスが2隻(脇Z〃Z･とn･刎伽

W;伽脇g肋)の他に若干小さくなるカミ生物研究専用

のA抄加肋伽及び沖合補給用の瓦zzθη3.8ぴ砂5が

ある.また売却された"6伽"〃五山∬加に代わ

第4図

�物��捩�瑩�

の専用岩壁につけら

れたスクリップス船

隊(197五年)

左上'M3肋脆

左下〃肋ωH〃"

右上〃3伽〃〃

λg側5あ

右下ηω〃8切rr

■0〃伽､

左に細長くみえてい

るのが亙Z11〕

(第2図参照).�
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る近海用研究船として挑ω亙｡伽｡ηカミ既に就航して

いる.海洋物理研究室(MPL)の項で紹介した2つ

の観測ブイ(FLIPとORBいずれも海軍所有)が各10名

の研究者収容能力を持っており研究船として登録され

ていることも注目される.

これら船舶の運航計画は(A肋αHθ伽以外のものにつ

いては)船舶計画室(第1図右欄参照)で策定される.

SIOキャンパスにある桟橋はラ･ホヤの街近くの海岸

から良く見えるので有名であるが現在は沿岸観測及び

試料採取用の足場として使われており代って1966年

に完成したNimitzMarineFaci1ity(SIOの10数Lm南

サン･ディエゴ空港の近くにある)に専用岩壁が設けられて

いる.

(3)管理･運営

SIO全体の管理･運営方針は所長･副所長とAs-

sociate及びAssistantDirectorsと呼ばれる人たちで構

成されているらしい委員会で協議される.また所長

事務所に併設された建物に管理室というべき組織がおか

れている.しかし副所長の言によれば研究の内容

についての方向づけは各研究部の委員会(=教授会?)

に任せており首脳部の主た仕事は研究環境の整備な

のだそうである.もちろん国際共同計画や国内の他

機関とのまとまった共同研究計画への参加及びSIO

の複数の組織に関連する新しい分野の研究の組織化など

は一定の介入をしているようであるが基本的には

研究予算をとってくるのは個々の研究者かグルｰプの

ボスであるからたとえぱNSF(国家科学財団)がど

のような理由であるテｰマをつぶしたかというような

ことは所長の預かり知らぬところであろう.これを

ある日本人見学者か｢大研究所と胸を張っているが

なんのことはない.一匹狼を集めて飼っているだけで

はたいか｣と評した･確かにSIOは狼(常に一

匹というのは語弊があるから)集団である.しかし私

は狼が自由に気持良く仕事ができるような雰囲気をっ

くりあるいはそれをぶち壊しにしない首脳部の努

力は評価されてしかるべきであると思う.やろうと思

えば勤務時間を定めること夜間残留や休日出勤に

前もって屑を出させること書類の洪水を生み出すよう

な会計法規を定めることその他研究者を泣かせるよう

なことは何でもできるのだから.

それはさておき研究部の段階でも全員が集って上

からの報告を受けたり何かを協議する場(というよりそ

の必要が)は無いようである.ボスがとってきた予算

の具体的な支出内訳はそのグノレｰプ内の私的なことで

あり本音の研究計画･目標を達成するために必要なも

のを買う原則が貫かれているだけの話である.

若干細かいことをあげれぱ各研究部等の事務係では

各研究予算の支出状況の把握(これは公武にはカリフォ

ルニア大学の会計本部で掌握している)複写機の管理郵

便物の処理建物及び部内各室の鍵の管理X線フィル

ムバッジの伸介等を行っている.部内にタイピストと

製図屋カミ配属されていることはこの稿の冒頭近くで地

質学研究部を例にして述べたとおりである.SIOは比

較的安定した大学の下部組織であるため上記の人たち

の身分も真面目に働いている限りは安定している.

語カミ前後するが各研究予算には番号だけがついていて

名称を使う必要が全く旋い.また個人の金を振込ん

で番号をもらうこともできる.実際に私はゼロック

ス使用料郵便料フィノレムバッジの検査料身の回り

の文具類の購入料などを私費で賄った.消耗品等につ

いて共用のプｰノレ方式がないためそうしなけれぱ当

初はノｰト1冊手にはいらたかったのである.

研究予算の使い道に関する弾力性は各予算の研究契

約の内容によって違ってくると思われる.しかし分

析機器等大型の備品が日本と同じよう恋登録制になっ

ていて思いつきで買えるものでないことは確かである

が小規模のものはもともと備品として予算に計上さ

れていなくても購入できそうである.例として190

ドル位のホットプレｰトを仕入れる必要が生じボスと

交渉した結果140ドルに値切られて一段小さい型を

注文したがそれは全く臨時の支出でありその程

度のものは他の研究室でも備品に狂っていないことを

あげておきたい.また郵便料も各研究予算から確実

に差引かれるため公用･私用を区別する必要がなく

封をして出すことになっている(国費から出ている研究費

で私用郵便を出すことになれぱけしからんという声も出よう

がそこは日本人ほど繊細ではないのだ).

管理といえば忘れてならないのが鍵の語.上述の

ように鍵の管理は各部の事務で行っている.SIOに

は円カミないから守衛はいない.建物の鍵は夕方は掃

除に来る業者が5時頃に閉め朝は職員の1人が7時半

頃に開ける･それ以外の時間には各人カミ持っている合

鍵で開けていつでも中にはいることができる.各部

屋の合鍵は必要なものを揃えておく.もちろん他人

の管理する部屋の機器を時間外牢使用する可能性のある

二時はその人の承諾を得て合鍵を入手する.私の鍵束

には多い時は10本の鍵がぶらさがっていた一それを

使えば夕食後であろうが休日であろうが都合の好い�
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(表面だけ)

時に出かけていってやりかけの実験を進めることも自

由自在である(もちろん通勤時間が短かいということが大前

提であるが).

次に分析機器の共通管理について述べておこう.

SIOで共通管理になっている機器はAna1ytica1Faci1ity

(分析用施設･設備)という部屋に置かれており専任の技

官のガイダンスを受けた者が予約制で使える仕組みに

なっている.ただし必要な消耗品費や修理費が前年�
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度実績に基づいて算出され時間単位で研究予算から差

し引かれる.現在収容されている機器の中で私が関

係したものの使用量(1時間当り)を示すと走査型電顕

が25ドル螢光X線が5ドルX線回折が2ドル原子

吸光が2.5ドルといった具合である.金さえ負担す

れば気楽に使えるシステムになっていることは有難い

カミ共用故のトラフノレもある.たとえばある日原子

吸光分析を始めようとしてみたら鋼分析用のランプが

床に落ちて割れているのである.共通管理になってい

ない装置が1台あるのだが･メｰカｰカミ違うためにラン

プを借りて使おうにも規格が合わない.そのために

数目お手上げになった.またある時はやはり原子

吸光でアセチレンガスが空になったのでスペアと交

換したらそれも空のことがあった.ボトルが空にな

ったらスペアと交換して直ちにその旨を管理者に届

けることになっているのだがたまたまだれかがルｰ

ル違反をやるということになる.その時は確か金曜

日だったので別の研究室のスペアを借りて急場をしの

いだように記憶している.

この項の最後に所内広報について述べる.各部に

大きな掲示板があってさまざまなものカミ賭り出される

のはこちらと同じだがSIO全体のことはSIOLOg

と呼ばれる週刊広報紙(第5図)でわかる.週刊予定

(セミナｰ等の)公告会合来訪者研究船の動向等の

項目カミ並び非常に機能的である.このような広報

紙をつくって全職員にわたるようにすれぱ停電･断

水のお知らせや各部の談話会など個別に処理する必要

カ坊くて楽だと思うのは私1人だろうか.

(4)その他の研究支援と公共サｰビス

まずSIOと大学のキャンパスにあるストアを紹介

しておこう.SIO内にあるストアは文具と若干の実

験用資材･薬品を扱っている.会計はすべて伝票です

ませて後に各予算から差引かれる.薬品は一般

的たもの(塩酸硫酸硝酸アンモニアアルコｰルアセ

トン荏ど)しかなくちょっと特殊たものは大学キ

ャンパス内のケミカル･ストック･ルｰムと呼ばれる

ストアで求める.また一般ストアのセンタｰも大学

内にあるが内容はやはり限定されている.実験が新

たな段階を迎えたり薬品がなくなるとまずSIOの

ストアに走り調達する.そこでダメた時は2しm程離

れた丘の上の大学キャンパスに車で行く.ケミカル

･ストック･ノレｰムでも品数･数量は豊富でないので

直接代理店に注文することも多い.カタログを見な

がら電話で値段を確かめその場で注文する.自分

で伝票(専用の通し番号をうった用紙カミありその番号を桐

第6図水族館で暖海生の“うつぼ"を観ている子供たち

手方に伝えておけば注文は終り)を書いて部の事務へ出

せば後は寝て待つ.代理店で品切れになっていない

限り10目以内に入手できる.

次に付属工場を紹介したい.あまり正確た情報を

掴んでいたいが大型観測器の製作･修理や金工を中心

とした有料の施設と木工を中心としたセルフ･サｰ

ビスの施設がある.前者ではプロの技術者が注文に

応じて働き材料のストックもある.工賃は所要時

間に応じて予算から差引かれる.後者には工具の

使用方法とデモンストレｰションをやってくれる技術者

カミ1人居る.材料は持参することになっていて工具

の使用料はとられない.せまい実験室内の棚を有効に

使うために三角フラスコを逆さにして並べられるラッ

クや小さなメスフラスコ用のラックをそこで自作し

たのが楽しい思い出のひとつとなっている.

第3に有名なSIOの図書館を紹介したい.この

図書館の素晴しさは筆舌に尽し難い.3階建で1階

には窓口事務室新刊雑誌辞典類地図類文献録

など2階には製本された雑誌3階には単行本が整然

と並べられており大小の閲覧スペｰスがあって窓も

広く明るい.開館時間は月一木曜は8時から23時

金･土曜が8時から18時(?)日曜も少恋くとも午後

半目は開いていたように思う.館内閲覧はまったく自

由で誰でも利用できる.入口のカウンタｰで見知

ぬ人に｢どこの方ですか?｣と尋ねる必要もないの

である.

〔59頁へつづく〕�


